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【目的】細薗が 細 胞 内に 合成 す る ポ リエ ステ ル polyhydroxyalknoate 〔PHA ）

は 熱 可塑性 の 高分 予で 、環境低負荷型 の プラ スチ ッ ク と し て注 目 され て い

る ．maLk　Ratstonitコ　eutropht よ　H16 は PHA の
．一
種で あ る poly（3−hydroxybutyrdte）

lPHB）を 細胞内で 炭 素源，エ ネルギ ー
源と し て 蓄積 し、ま た あ る環境

．
ドで

は PHB を利 用 す る た め の 分解系 が 働 く．本研 究で は、こ の 分解 に 関 勹す

る 酵 素 の う ち ア モ ル
．
ノ ァ ス の PHB を 分 解 す る 細 胞 内

．
可 溶 性 PHB

dcpolymeraseの 精製を kみ ．そ の性 質を 検討し た。
【方 法 と 結果】’〜 c

’utrophtJ 　1｛16 の 細 鮑 粗 袖 出 液 を 硫 安 分 画 し た の ち、
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い て収 率 13％ で 比拓
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37倍に 部 分精製 した。現在は次 に 使用 す る 担体 を

検 討 III で あ る。　 diisepropylfiuvrophosphute、　 pheny ］methane 　sult
’
onyltlueridc 、

L4・di111k｝［hr¢ it〔，1が IXM ／を阻 害 し、至適 pH は 8．0 で あ っ た ，　 Mg
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に よる 猛性 化は見 られなか
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をi）11え なけ れ は menomer の 放出 tほ と んど見 ら才1なか
．，たため 、二 の 酵

素 の 分解涯性 はエ ン ド埠で あ ると考え られる。さ ．♪にこ の 酵素は dime「．
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解 しな い こ と から、ポ リマ
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に 対［
．1．の み 作用 し、そ の 内部を分解 する 姪

解酵 嚢で あ る と糖論 した ．
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性が あ る 。そ こ で ．生 体に 調 和する 抗菌物 質 と して ．従 火の 抗 生物質 と の
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て は まだ詳 し い こ とは 知 られ て い r．ヌい 、今111］は 、ア ヒデ シ 冫 の 高活 性体 u 丿

取 得を試み た．
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る 、L か し、本酵素は 他 の Typc　H 酵 素 と 畏な り 炭 素数 4 の 3 ヒ ド LJキ ン
ブ ケ 冫 酸 C3HB） を も モ ノ マ

．
ユ ニ

．・トと し て 取 り込 み 3HB へ
一．

ス ゾ）共 rf

［≧体 PBHB −cσ一3HA ｝ を 合成す る 特徴 を 有して い る ．奉研究で は ．進化 L：

学 によ ［）本酵素の 3HBIiUl ／込 み能 力を 強化 し ．共弔 合組成の バ リエ
ー

シ 1

ン を拡
・
｝レす る こ と を 目指 した ．

【方法 お よび結果】まず、ph，tC
’
J］，、遺伝 f’に 変 異誘 fE　P⊂．R に よ り 変R導 人

．．
約 Ll 万 ク ロ

．一
ン に り い

．
〔

．
　PHB 蓄 積 量 を 指 k栗に ス ク 屮 二 冫 ゲ 广 行 い 、

PltB 蓄積 能を 獲得 L た 変 巽遺伝
一fヨ 8 ク 冂

一．
ン を 得た ．さら に 変 蜜感 の 解

析か ら、PHB 蓄積能獲得に 寄 ワして い る と推定 され る 4 つ の ア ミ ノ酸．』基
を「・rl定 Lた、，二 の 内 Ser32〜皮び Gln481に

．．
，い て 剖；位特

1
起的飽和変 異

’
尊ノ、

を h．．，た糸「墨、S3お C’T，（1）4SlKiM，

，
R 変 異が 優 良変 異で あ　，た、また こ れ

らの 優良変 毘点の 掛け 合わ せ に よ り．野’t型酵素の 約 4工）O 倍 kで P日 B を蓄

積す る酵素の 創出 に 1）t功   た．，さらに PC3HB 一ω 一3HA ） Ct成 に よる fン ［

ボ 分析 ソ 結 果から、S325 変異 は酵素活
．
鬥の L帰に．　 Q481変 異は基質特 異

性の
’E’　・fLに 寄 与L

．
こい ると 推定 され 广

lso【ation　of 　mlltants 　with 　higher　activities　of　a皿tibHcterial

P叩 tidゼ 「Apidaecin”from ／lpis　meltijla厂a

　OI 三1ku
》
．
u　Yけnc ∠a晒Ll，　seiiti　 llagu【1

　 〔MUlii　し】rヨ1、「cr 　　ry ，

Fu 皿 ctio皿 al　altern 樋tion　of　PHA 　sy 皿th器 e　fmm 　Pse”domonas 　sp．
61−3by 加 嘘 ’ρ ml ，leq■【ar　cΨolutionar ｝

．
¢ 皿gineering

　OK ・
uma 　 IAKASLI ，Sじiichi　TAGUCHIL ．一、　Y【｝shiharu 　DOI3

　 （1，tl］ymcr．⊂
．
hcrl〕．】ab ．，　R「KEN 　Irlsl．．

1Sch
．八 gric．、　M 師 Ur蔔1　

」Dept．　lnllL， 
　E ［lg．〜tllteriEIIs，　TDky 廴〕 In3t．　Tcchnol 〕

Kc シ v呻 rd 鮎　　Apidaecln、　ArLtib臼 clerial　peptlde、　ev 巳，lutiLmary∈ngen ピerirlg Koy　w 電】rd 〜　　’｛s
’
eudom ビ，n‘ハ sp．61−3、　poFyh）’drじ xyulkanua ［じ，　PIlA　syn ［hasじ．

cr【
．
ur．P ［

．
〔，ne 　P⊂

1R
，　substrare 　specllici 【ン、’厚 レ1厂厂θ n1〔，1じcular 　evoluti 〔mary 　eng じ肬 ¢ ri“9

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


